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ⅠⅠⅠⅠ    研究の構想研究の構想研究の構想研究の構想                                                                     

 【研究構想図】【研究構想図】【研究構想図】【研究構想図】                                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的背景、教育課題、学習指導要領の全面実施 

「児童一人一人の力を伸ばす体育授業の工夫」「児童一人一人の力を伸ばす体育授業の工夫」「児童一人一人の力を伸ばす体育授業の工夫」「児童一人一人の力を伸ばす体育授業の工夫」    

―授業モデルの活用を通して――授業モデルの活用を通して――授業モデルの活用を通して――授業モデルの活用を通して―    

〈都小体研研究主題〉〈都小体研研究主題〉〈都小体研研究主題〉〈都小体研研究主題〉    

 

○成果 
 ・ボール運動における、「分かる・できる・

かかわり合う・つなぐ」の明確化 
 ・ゲーム部会との研究内容の連携 
 ・簡易化されたゲームの有効性を検証 
 ・VTRを併用した実証授業の検討 
●課題 
 ・個やチームの変容についての見取る方法 

の精選 
 ・ゲーム領域との系統性の検討 
 ・中学校球技領域への接続 
 

一人一人が豊かにかかわり合いながらベースボール型の楽しさを学び、チームの一人一人が豊かにかかわり合いながらベースボール型の楽しさを学び、チームの一人一人が豊かにかかわり合いながらベースボール型の楽しさを学び、チームの一人一人が豊かにかかわり合いながらベースボール型の楽しさを学び、チームの

力を高めるための学習サイクルを形成していくことができれば、一人一人が「チー力を高めるための学習サイクルを形成していくことができれば、一人一人が「チー力を高めるための学習サイクルを形成していくことができれば、一人一人が「チー力を高めるための学習サイクルを形成していくことができれば、一人一人が「チー

ムの力」を高めることができるだろう。ムの力」を高めることができるだろう。ムの力」を高めることができるだろう。ムの力」を高めることができるだろう。    

 

☆児童の実態 

☆児童の心身の発達的特性 

☆新学習指導要領及び解説書 

☆各「○○型」の特性・身に付けさせたい

内容 

☆ボール運動における「一人一人の力」の

検討 

☆ボール運動の授業モデルの活用に向けて 

〈研究の仮説〉〈研究の仮説〉〈研究の仮説〉〈研究の仮説〉    

一人一人が一人一人が一人一人が一人一人がチームの力を高めるボール運動の学習チームの力を高めるボール運動の学習チームの力を高めるボール運動の学習チームの力を高めるボール運動の学習    

～「チームづくり型」授業モデルを活用したベースボール型の授業づくり～～「チームづくり型」授業モデルを活用したベースボール型の授業づくり～～「チームづくり型」授業モデルを活用したベースボール型の授業づくり～～「チームづくり型」授業モデルを活用したベースボール型の授業づくり～    

〈部会研究主題〉〈部会研究主題〉〈部会研究主題〉〈部会研究主題〉    

①①①①    ボール運動の年間計画ボール運動の年間計画ボール運動の年間計画ボール運動の年間計画    
 ○児童一人一人が｢型に応じたボール運動の特性｣にふれ、チームの力を高めていくための 2 年間の  

学習計画 
②②②②    授業モデル授業モデル授業モデル授業モデル    
 ○昨年度までの研究を基盤にした｢チームづくり型｣授業モデル 

◇ゲームを中心とした構成 ◇チームづくりに向けたかかわり合い ◇一人一人の課題解決 
③③③③    学習過程の工夫学習過程の工夫学習過程の工夫学習過程の工夫    
 ○チームへの貢献につながる、課題解決に向けた活動を積み重ねる学習過程 
  ◇単元計画 ◇ルール設定 ◇ミニゲーム ◇対戦方式 ◇チーム編成 
④④④④    評価の工夫評価の工夫評価の工夫評価の工夫    
 ○「チームへの貢献」と「課題解決ができた」実感を得るための、児童による自己評価活動 
 ○一人一人の学び方を的確に評価し、より学習を深化させていくための評価規準の設定 
⑤⑤⑤⑤    学習資料学習資料学習資料学習資料    
○思考・判断の力を伸ばすための学習資料の充実 
◇オリエンテーション ◇めあての設定 ◇作戦の立案 ◇ゲーム記録 

 

〈研究の内容〉〈研究の内容〉〈研究の内容〉〈研究の内容〉    

実証授業実証授業実証授業実証授業    

まとめまとめまとめまとめ    

・授業分析（動きの高まり・チームへの貢献） 

・学習資料、カードの有効性の検証 

・研究仮説の検証(意識調査、観察評価など) 



 

 

 

    

ⅡⅡⅡⅡ    研究主題研究主題研究主題研究主題についてについてについてについて    

今年度、都小体研・研究主題において『一人一人』の力を伸ばすことを目指すことが示された。そこ

で、ボール運動領域部会でも、もう一度『一人一人』について捉え直し、研究を進めていくこととした。 

 

１１１１    ボールボールボールボール運動運動運動運動とはとはとはとは（（（（「「「「小学校小学校小学校小学校学習指導要領解説学習指導要領解説学習指導要領解説学習指導要領解説    体育編体育編体育編体育編」」」」よりよりよりより））））    

運動の特性 

ルールや作戦を工夫して、集団対集団の攻防によって競争することの楽しさや喜びを味わうこ

とができる運動である。 

   学習の中心 

互いに協力し、役割を分担して練習を行い、型に応じた技能を身に付けてゲームをしたり、ル

ールや学習の場を工夫したりすること。 

   大切にすること 

    ルールやマナーを守り、仲間とゲームの楽しさや喜びを共有することができるようにすること。 

 

 

 

 

２２２２    「「「「チームのチームのチームのチームの目標目標目標目標」」」」「「「「チームのチームのチームのチームの力力力力」」」」とはとはとはとは 

本部会では、「チームの目標」を具体的にし、「チームの力」を定義した。 

図図図図１１１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボールボールボールボール運動領域部会運動領域部会運動領域部会運動領域部会    平成平成平成平成２３２３２３２３年度研究主題年度研究主題年度研究主題年度研究主題    

一人一人一人一人一人一人一人一人がチームのがチームのがチームのがチームの力力力力をををを高高高高めるめるめるめるボールボールボールボール運動運動運動運動のののの学習学習学習学習    

～「～「～「～「チームづくりチームづくりチームづくりチームづくり型型型型」」」」授業授業授業授業モデルをモデルをモデルをモデルを活用活用活用活用したベースボールしたベースボールしたベースボールしたベースボール型型型型のののの授業授業授業授業づくりづくりづくりづくり～～～～    

－２－ 

本部会は、チームの目標達成のために、仲間と協力して課題を解決しながら「チームの力」を高めて

いくボール運動の授業づくりを目指して研究を進めている。 

＝＝＝＝「目標達成のためにチーム全体で発揮される力」 

ボールボールボールボール運動楽運動楽運動楽運動楽しかったしかったしかったしかった⇒⇒⇒⇒またやりたいまたやりたいまたやりたいまたやりたい！！！！またまたまたまた、、、、こういうチームをつくりたいこういうチームをつくりたいこういうチームをつくりたいこういうチームをつくりたい！！！！    

・目指すチーム像・よりよい勝ち方・よりよい攻防の楽しさ 

・教師が示した共通の学習課題の解決 

チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての    

思考思考思考思考・・・・判断判断判断判断 

（作戦・練習・ 

 ゲーム・振り返り） 

 

 

チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての    

態度態度態度態度    

（安全・公正・ 

協力・マナー） 

 

チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての    

技能技能技能技能 

（型に応じた連係プレー） 

 



図１のように、「チームの力」には３つの要素があり、チームとしてそれぞれを高めていくことで「チ

ームの力」が高まり、「チームの目標」を達成できるとした。 

チームの力が高まっていく具体的な姿は図２のように表した。 

 

 図図図図２２２２    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    一人一人一人一人一人一人一人一人にににに「「「「身身身身にににに付付付付けさせたいけさせたいけさせたいけさせたい力力力力」」」」 

「チームの目標」に向かって一人一人がもっている力を発揮し、それがチームとして機能することが

大切である。図３に、一人一人に「身に付けさせたい力」の具体的な姿を表した。チームを意識した学

習を積み重ねることで、図３のような「身に付けさせたい力」を一人一人が高めると考える。それが、

図２の「チームの力」の高まりへとつながっていくと考える。 

    
－３－ 
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は
君

の
よ

さ

だ
ね

。
」
「

君
は

○
○

が
う

ま
い

ね
。
」

 

・ ・・・
    

チ
ー

ム
の

よ
さ

に
チ

ー
ム

の
よ

さ
に

チ
ー

ム
の

よ
さ

に
チ

ー
ム

の
よ

さ
に

気
付

気
付

気
付

気
付

く
・

く
・

く
・

く
・

伝 伝伝伝
え

る
え

る
え

る
え

る
    

 

「
み

ん
な

、
○

○
で

き
て

き
た

ね
。」

「
う

ち
の

チ
ー

ム
は

○
○

が
よ

い
ね

。」
 

・
    

相
手

相
手

相
手

相
手

チ
ー

ム
の

よ
さ

に
チ

ー
ム

の
よ

さ
に

チ
ー

ム
の

よ
さ

に
チ

ー
ム

の
よ

さ
に

気
付

気
付

気
付

気
付

く
・

く
・

く
・

く
・

伝 伝伝伝
え

る
え

る
え

る
え

る
    

「
あ

の
チ

ー
ム

は
○

○
が

い
い

ね
。
」
 

★
み

ん
な

が
楽

し
め

る
ゲ

ー
ム

に
す

る
た

め
に

ル
ー

ル
を

工
夫

す
る

。
 

・
そ

の
運

動
の

学
習

課
題

を
味

わ
え

る
よ

う
に

ル
ー

ル
を

工
夫

す
る

。
 

・
サ

イ
ド

を
使

っ
た

攻
撃

（
ゴ

ー
ル

型
）

 

・
中

継
プ

レ
ー

や
ベ

ー
ス

カ
バ

ー
（

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル

型
）
 

・
ブ

ロ
ッ

ク
を

か
わ

す
三

段
攻

撃
（

ネ
ッ

ト
型

）
な

ど
 

「
○

○
す

る
と

い
い

よ
。
」

 

「
も

っ
と

○
○

し
よ

う
。
」
「

○
○

し
て

。
」

 

記
録

を
も

と
に

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
。

 

「一
人

一
人

の
よ

さ
が

生
き

る
作

戦
」

に
応

じ
た

プ
レ

ー
を

す
る

。
 

図図図図３３３３    
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―  

★
・

・
・

ゲ
ー

ム
領

域
で

身
に

付
け

て
い

る
力

 



４４４４    「「「「チームのチームのチームのチームの力力力力」」」」をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための「「「「一人一人一人一人一人一人一人一人のののの学学学学びびびび」」」」 

「チームの力」を高めるために、「一人一人」が自己や仲間を意識して、よく考え活動していくこと

で力を伸ばしていくことが大切である。ただし、一人一人がもっている力は異なっている。本部会では、

どのような学習準備状況の児童でも力を伸ばしていけるであろう２つの「一人一人の学び」を考えた。 

 

（（（（１１１１））））「「「「よさのよさのよさのよさの認認認認めめめめ合合合合いいいい」」」」                                                        図図図図４４４４    

  

 

 

 

 

 

 

（（（（２２２２））））「「「「課題解決課題解決課題解決課題解決のののの学習学習学習学習サイクルサイクルサイクルサイクル」」」」    

「チームとしての技能」と「チームとしての思考・判断」を高めるためには一人一人の「課題解決の

学習サイクル」が大切であると考えている。 

まず、「よさの認め合い」の中で互いのよさやチームの状態を知った上で、チームとしての課題を設

定し、それを解決するために一人一人が自己の力に応じためあてを立てていく。 

次に、チームの課題解決を目指して、一人一人がめあてを達成しようと活動していく。 

そして、活動後にめあてが達成できたか、チームの課題が解決できたかをよさの認め合いの中で一人

一人が振り返り、次回に向けて修正したり、継続したりしていく。             図図図図５５５５    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この２つの「一人一人の学び」は、互いに相乗効果を生み、「チームの力」の３要素をより高めてい

くと考えている。 

 

 

５５５５    「「「「チームづくりチームづくりチームづくりチームづくり型型型型」」」」授業授業授業授業モデルモデルモデルモデルでのでのでのでの理想理想理想理想のののの姿姿姿姿    

図６のように２つの「一人一人の学び」の中でチームの力を高めていくことで、チームの目標を達成

していく。これが、本部会の掲げる「チームづくり型」授業モデルでの理想の姿である。 

今年度は、この「チームづくり型」授業モデルが、「一人一人の学び」を保障できるものであるべく、

研究を進めていく。 

    

 ボール運動の学習で本部会が重視しているのは「よさの認め合

い」である。一人一人が互いのよさに気付き、認め、励まし、教

え合うことによって、「チームとしての態度」が高まっていく。 

また、よさを生かした作戦を考えたり、練習したり、連係プレ

ーを行ったりすることで、「チームとしての技能」と「チームと

しての思考・判断」も高まっていくと考えている。 

 
                               

課題解決課題解決課題解決課題解決のののの学習学習学習学習サイクルサイクルサイクルサイクル 

個 

個 個 

個 

よさのよさのよさのよさの認認認認めめめめ合合合合いいいい 

自己に合っためあての

設定 

自己のめあての振り

返り 

自己のめあて達成に向け

た活動 

チームとしての課題 

を解決するために… 

チームとしての課題解決に 

向けた活動の中で… 

チームとしての振り返り 

を受けて… 

自己のめあての修正・継続 

－５－ 



図図図図６６６６（図１＋図４＋図５）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５５５    ベースボールベースボールベースボールベースボール型型型型のののの授業授業授業授業づくりづくりづくりづくり 

今年度は、ベースボール型について研究することとした。 

ベースボール型特有の楽しさ 

 ◎進塁し得点する楽しさ・進塁を阻止する楽しさ 

教材的価値 

 ○一つ一つのプレーの間には必ず「間」が存在し、攻撃の機会が等しく保障されているので、一人

一人のプレーに意識が集まり、よさを見付けたり認め合ったりしやすい。 

 ○作戦面では守備の陣形が考えやすく、作戦を意識した学習が展開しやすい。 

 ○「チームとしての態度」（協力）が表れる場面が多く、チームづくり型授業モデルの学習の進め

方を理解するのに適している。 

これらの教材的価値を生かして、次のような学習を大切にしたい。 

ベースボール型の学習で大切にしたいこと 

 ・一人一人の役割分担を意識してゲームを行うこと。 

 ・一人一人の攻撃の機会を保障できるので、ベースボール型特有の楽しさを実感させながらゲーム

を行うこと。 

 ・ゲーム状況に応じて（走塁や守備、攻撃など）一人一人の自発的な判断力を育てながらゲームを

行うこと。 

 ・作戦やめあてを確認しながら、よさを認め合うゲームを行うこと。 

 

教材的価値を生かし、「チームづくり型」授業モデルを活用してベースボール型の授業をつくってい

く中で、型特有の楽しさを味わいながら、一人一人がチームの力を高めるボール運動の学習について研

究していく。 

一人一人一人一人一人一人一人一人にににに対応対応対応対応したしたしたした「「「「チームづくりチームづくりチームづくりチームづくり型型型型」」」」授業授業授業授業モデルのモデルのモデルのモデルの活用活用活用活用    

    

    

チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての    

思考思考思考思考・・・・判断判断判断判断 

 

チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての    

態度態度態度態度    

 

チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての    

技能技能技能技能 

－６－ 

＝＝＝＝「目標達成のためにチーム全体で発揮される力」 
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ⅢⅢⅢⅢ    研究研究研究研究のののの仮説仮説仮説仮説    

 

 

 

１１１１    一人一人一人一人一人一人一人一人がががが豊豊豊豊かにかかわりかにかかわりかにかかわりかにかかわり合合合合いながらいながらいながらいながら    

  ボール運動は集団での活動を中心としていることから、チームの和を基盤として活動していくこと 

が求められる。そのためには、かかわり合いを通して自分のよさや他者のよさ、チームのよさを見付 

け、互いを認め合える関係を築いていくことが大切である。教師はよさを認め合えるような環境づく 

りをしたり、ボール運動において発揮される「一人一人のよさ」を観察やフィードバックを中心に価 

値付けしたりしていく。そうすることで、活動を通して児童一人一人がそれぞれのよさに気付いたり、 

相互評価を通して互いのよさを認め合ったりするといったかかわり合いの基盤が形成される。その積 

み重ねが、児童一人一人の学習意欲の向上やチームへの帰属意識の高まりにつながり、「チームの力 

を高める」という目標達成に向けて豊かにかかわり合うことができるようになると考える。 

２２２２    ベースボールベースボールベースボールベースボール型型型型のののの楽楽楽楽しさをしさをしさをしさを学学学学びびびび    

  ベースボール型特有の運動の楽しさは「進塁をめぐる攻防（進塁とアウトのどちらが速いか、とい 

う成否の未確定性）」であると考える。「進塁するためにはどうするか」「進塁を阻止するためにはど 

うするか」といった目的意識のもとに学習を展開し、どのような状況判断や意思決定に基づいた技能 

発揮が求められるのかを学ぶ。ゲームの中で試行錯誤しながら気付いたり（戦術的気付き）作戦を立 

案・実行したりすることを通して、型特有の楽しさを味わっていくことができる。 

児童が型特有の楽しさを味わうことができるような学びを保障する授業づくりが求められており、 

教師はそれについて十分な理解を図る必要がある。また、視点を明確にした観察行動や適正な評価規 

準に基づいた評価活動を通して、実態や状況に応じた指導やフィードバックをすることのできる指導 

技術を有することが必要となる。 

３３３３    チームのチームのチームのチームの力力力力をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための学習学習学習学習サイクルをサイクルをサイクルをサイクルを形成形成形成形成することができればすることができればすることができればすることができれば、、、、    

  よさを認め合う集団（チーム）が形成され、学びの中で型特有の楽しさを味わうことができるよう 

になると、児童は「チームへの貢献」という視点をもって学習することができるようになってくる。 

それは主として「チームの力を高める」というチームの目標達成のためであり、成員一人一人が目標 

達成に向けてどのような役割をもち、どのような活動をすればよいかが重要となってくる。そのため 

には以下のような学習サイクルを構築し、一人一人が「チームの力を高める」ために何をすればよい 

か、というめあてを基に「チームへの貢献」の仕方を模索し、課題を解決する活動を展開できるよう 

にしていくことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人が豊かにかかわり合いながらベースボール型の楽しさを学び、 

チームの力を高めるための学習サイクルを形成していくことができれば、 

一人一人が「チームの力」を高めることができるだろう。 

 

    めあて・作戦の設定（ＰＬＡＮ） 

                    ゲーム・チームの時間（ＤＯ） 

 

       修正・フィードバック     戦術的気付き（ＡＷＡＲＥＮＥＳＳ） 

          （教師の役割） 

                      ゲーム（ＡＣＴＩＯＮ） 

    振り返り（ＣＨＥＣＫ） 

                         ☆ チームの力を高めるための学習サイクル ☆ 

ゲーム中やゲーム間

の振り返りを通して 

授業全体を通して 
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  教師は、「チームづくり型」授業モデルに基づいて、以上のような学習が展開できるような授業づ 

くりをしていくことが求められる。授業づくりのポイントとしては、 

 ・ 「ゲーム→振り返り→ゲーム」という授業展開の中で、ゲーム中に気付きを促すような言葉かけ 

や最初のゲームが次のゲームに生きるような振り返りを促す指導を行うこと 

 ・ めあてや作戦の在り方や設定の仕方を指導し、適切なＰＬＡＮを立てて学習に臨む素地を形成す 

ること 

 ・ 学習カードの記述などや授業の週末場面の学習の振り返りに対して、観察したことを基に次時の 

学習での更なる成長につながる適切なフィードバックをすること 

 などが挙げられる。教師の役割は授業づくりを通して児童の学びを保障し、児童が自らの手でチーム 

の力を高めていくことができるようにしていくことが大切である。 

 以上の様子を具体的な例として挙げると以下の表のようになる。 

学
習
サ
イ
ク
ル
の
流
れ 

 Ａさん Ｂさん 

チームのめあて 全員で役割を決めて守ろう。 相手のうらをかいた攻撃をしよう。 

自分のめあて 
○○さんと△△さんの間を守ってカバーす

る。 

守備のいないところをねらって打つ。 

ゲーム１及びゲーム

間の振り返り 

○○さんのうしろにまわりこむ必

要がありそうだ。 

△△さんは守備範囲が広いからそち

らの方には打たない方がよさそうだ。 

ゲーム２ 
○○さんのカバーを意識して守ろ

う。 

守備のいないところだけでなく相手

の様子を見て打ってみよう。 

授業全体の振り返り 

他者評価（◎） 

自己評価（☆） 

◎ ○○さんのカバーをしてよく

走っていたね。次は近くの人に声を

かけて教えてあげられるといいね。 

☆ 意識はしていたけど声がかけられなかった。 

◎ 相手の様子を見て打つ方向をよ

く考えていたね。次は１つでも塁を進

められるといいね。 

☆ 確実に１塁が踏める方法を考えたい。 

教師による 

フィードバック 

○○さんのカバー、頑張っていまし

たね。△△さんはボールが飛んでく

る前に近くの友達と守備位置を相

談していたよ。 

よく考えて打っている様子が伝わり

ましたよ。１塁に進むにはどちらに打

った方がよいか考えてみよう。 

次時のチームのめあて 守備位置を相談しながら守ろう。 相手のうらをかいた攻撃をしよう。 

次時の自分のめあて 
毎回友達と相談しながら守備位置

を決めて守る。 

１塁から遠い位置に打って確実に進

塁する。 

４４４４    一人一人一人一人一人一人一人一人がががが「「「「チームのチームのチームのチームの力力力力」」」」をををを高高高高めることができるだろうめることができるだろうめることができるだろうめることができるだろう。。。。    

  以上のようにして、チームの成員全員が共通の目標意識をもち、“チームのために”自己やチーム 

の課題を解決していくことができるようになれば、チームの力を高めることができると考える。ここ 

で重要なのが「一人一人が
．．．．．

チームの力を高める」という点である。チームは初期段階において異質な 

他者で構成された集団であり、それぞれのもつ力やよさなどの特性が異なる。その異質な一人一人が 

凝集性や帰属意識を高め、チームへの貢献を模索しながら活動することで、チームという集団の力を 

成員一人一人が同じ方向性をもって高めていこうとする学びこそが、ボール運動の学習の醍醐味では 

ないだろうか。本研究を通して、児童一人一人の学びを保障し、児童一人一人の力を伸ばしていける 

よう次項以降の様々な手だてをとっていく。 

  また、上記の仮説について、以下のような方法によって検証していくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「一人一人が豊かにかかわり合いながら」に対して 

 → 単元前後や毎時の意識調査の変容（ボール運動についてのアンケート調査、形成的授業評価、 

組織風土調査など） 

２ 「ベースボール型の楽しさを学び」に対して 

 → 毎時の授業後に行う形成的授業評価、授業中の児童の観察評価、学習カードの記述など 

３ 「チームの力を高めるための学習サイクルの形成」に対して 

 → 授業中の児童の観察評価、学習カードの記述、ゲームのビデオ記録など 
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ⅣⅣⅣⅣ    研究研究研究研究のののの内容内容内容内容①①①①年間計画年間計画年間計画年間計画 

 ボール運動は、ルールや作戦を工夫して、集団対集団の攻防によって競争することに楽しさや喜びを

味わうことができる運動である。本部会では年間計画を作成するにあたり「それぞれの「型」の特性に

応じた教材的価値」を明確にし、チームの力を高めていくことを意図して効果的に配列した。また、「そ

れぞれの「型」で例示されている種目」を明らかにした。ゲーム、球技との連携を図り種目を選択する

ことも重要であると考えられる。 

 

（（（（１１１１））））それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの「「「「型型型型」」」」のののの特性特性特性特性にににに応応応応じたじたじたじた教材的価値教材的価値教材的価値教材的価値とととと    

チームチームチームチーム力力力力をををを高高高高めていくことめていくことめていくことめていくことをををを意図意図意図意図したしたしたした配列配列配列配列    

    

    

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネット型（攻守分離系） 

ベースボール型（攻守交代系） 
ゴール型（攻守入り交じり系） 

チームの力 

①コートが分離されていることと１プレーごと

に時間があることから、チーム内のかかわり合

いが高まりやすい。 

②自分のコート内は味方しか存在しないため、相

手に妨害されにくく、作戦が発現しやすいた

め、チームへの貢献につながる課題解決に向け

た活動が意識しやすい。 

③チームとしてのまとまりが表れる場面が多く、チー

ムづくり型授業モデルの学習の進め方を初めて理

解するのに適している。 

 

①一つ一つのプレーの間には必ず「間」が存在

し、攻撃の機会が等しく保障されているの

で、一人一人のプレーに意識が集まり、よさ

を見つけたり認め合ったりしやすい。 

②作戦面では守備の陣形が考えやすく、作戦を

意識した学習が展開しやすい。 

①攻守が混在することから初期段階では団子状態にな

りやすく、個人の役割が混沌とする。ベースボール型、

ネット型での学びを生かして、自分やチームの課題解

決に向けた活動を工夫し、チームの力の高まりを目指

すことができる。 

②タグラグビーやフラッグフットボール、ハンドボー

ル、バスケットボール、サッカーといった目的地にボ

ールを運ぶといった様相のゲームを、地域や学校の実

態に応じて経験することで、多様な種目においてチー

ムへの貢献につながる課題解決に向けた活動を展開

する。 

大切大切大切大切にしたいことにしたいことにしたいことにしたいこと    

①作戦やめあてを意識しながら、

よさを認め合いゲームを行う

こと 

②一人一人の役割分担を意識し

て、ゲーム状況に応じて一人一

人の自発的な判断力を育てな

がらゲームを行うこと 

大切大切大切大切にしたいことにしたいことにしたいことにしたいこと    

①素早い攻防の切り替えの中で

ゲームを行い、ボール操作と、

ボールを持っていない時の動

きを中心に学ぶこと 

②課題解決に向けた時間を通し

て、自分やチームの課題に応じ

た活動を行うこと 

 

大切大切大切大切にしたいことにしたいことにしたいことにしたいこと    

①チームのまとまりを意識して、プ

レーの合間に声をかけあうこと 

②自分たちの良さを生かした作戦

を考え、実行すること 

③連係プレーを生かした攻撃をす

ること 
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ネットネットネットネット型型型型とベースボールとベースボールとベースボールとベースボール型型型型のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい方方方方とととと有効有効有効有効なななな点点点点についてについてについてについて    
 

ネット型・ベースボール型に関しては、学校や児童の実態に合わせて、より効果的な配列で取り組ませて

いくことが有効であると考えられる。以下にベースボール型、ネット型の有効性を示すことにする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうしたそれぞれの型のもつ特性に応じた教材低価値に基づき、チームの力を高めていく学びに効果

的であると考え、以下のように型や時間数などを設定した。また、第６学年では第５学年からの学びの

積み上げと中学校へのつながりを意識し、大単元でゴール型のみを取り扱うことにする。 

 

 

年間計画年間計画年間計画年間計画    
 

 

（第５学年の年間計画） 

型 ネット型 ベースボール型 ゴール型 

時数 ６ ８ ８ 

 

（第６学年の年間計画） 

型 ゴール型 ゴール型 

時数 １０ １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベースボールベースボールベースボールベースボール型型型型    

ベースボール型は攻守がはっきりと分かれているので、攻撃攻撃攻撃攻撃・・・・守備守備守備守備のののの作戦作戦作戦作戦がががが明確明確明確明確でででで一人一人一人一人ひとりひとりひとりひとり意識意識意識意識

してしてしてして動動動動くことができるくことができるくことができるくことができるとととと考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。またまたまたまた、、、、そのそのそのその作戦作戦作戦作戦がががが有効有効有効有効だったのかわかりやすいだったのかわかりやすいだったのかわかりやすいだったのかわかりやすい。。。。ネットネットネットネット

型型型型よりもよりもよりもよりも思考思考思考思考・・・・判断面判断面判断面判断面のののの学学学学びやすさがびやすさがびやすさがびやすさが考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。 

 

ネットネットネットネット型型型型    

ネット型も一つのプレーの中で攻守が切りかわる事もあるが、作戦作戦作戦作戦のののの有効性有効性有効性有効性がががが見取見取見取見取りやすいりやすいりやすいりやすい。。。。まままま

たたたた、、、、つなぐことをつなぐことをつなぐことをつなぐことを意識意識意識意識するのでするのでするのでするので、、、、ベースボールベースボールベースボールベースボール型型型型よりもよりもよりもよりもチームのチームのチームのチームの和和和和をををを考考考考えたえたえたえた言動言動言動言動がががが期待期待期待期待

できるできるできるできる。。。。 

・第５学年の学びを生かして、大単元でゴール型に取り組むことにより、時間をかけてチ

ームの力の高まりを目指すことができる。特にゲームに生きるプレーの質の向上に適し

ている。 

・取り上げる種目は、児童の実態に応じて変えることも考えることができる。具体的には、

第５学年での学びの積み上げがない場合には、技能面で比較的易しいハンドボールをは

じめのゴール型で扱うことや、チームの力を高めるための考えを重点的に高めていきた

い場合には、タグラグビーやフラッグフットボールをはじめに取り上げることも考えら

れる。 

・第５学年での学びの積み上げがなされている場合には、はじめにバスケットボール、次

にサッカーをとりあげ、中学校の球技へとつなげていくことも考えられる。 
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（（（（２２２２））））低学低学低学低学年年年年・・・・中学中学中学中学年年年年（（（（ゲームゲームゲームゲーム））））とととと中学校中学校中学校中学校（（（（球技球技球技球技））））とのとのとのとの関連関連関連関連    

 

○小学校学習指導要領 低学年（ゲーム）に例示してあるゲーム 

ボール遊び ボール投げゲーム ボール蹴りゲーム 

○いろいろなボールを投げたり、つい

たり、捕ったりしながら行う的当て

遊びやキャッチボール 

○いろいろなボールを蹴ったり、止め

たりして行う的当て遊びや蹴り合

い。 

○ボールを転がしたり、投げたりする

的当てゲーム 

○後当てゲームの発展したシュートゲ

ーム 

○ボールを転がしたり、投げたりする

ドッジボール 

○ボールを蹴って行う的当てゲーム 

○的当てゲームの発展したシュートゲ

ーム 

○ボールを蹴って行うベースボール 

 

 

○小学校学習指導要領 中学年（ゲーム）に例示してあるゲーム 

ゴール型ゲーム 

（攻守入り交じり系） 

ネット型ゲーム 

（攻守分離系） 

ベースボール型ゲーム 

（攻守交替系） 

○ハンドボール、ポートボールなどを基に

した易しいゲーム（手を使ったゴール型

ゲーム） 

○ラインサッカー、ミニサッカーなどを基

にした易しいゲーム（足を使ったゴール

型ゲーム） 

○タグラグビーやフラッグフットボールを

基にした易しいゲーム（陣地を取り合う

ゴール型ゲーム） 

○ソフトバレーボールを基にした

易しいゲーム 

○プレルボールを基にした易しい

ゲーム 

○攻撃型がボールを蹴って行うゲ

ーム 

○手やラケットなどでボールを打

ったり、止まったボールを打っ

たりして行うゲーム 

 

 

○小学校学習指導要領 高学年（ボール運動）に例示してあるゲーム 

ゴール型 

（攻守入り交じり系） 

ネット型 

（攻守分離系） 

ベースボール型 

（攻守交替系） 

○バスケットボール 

○サッカー 

○ハンドボール 

○タグラグビー 

○フラッグフットボール 

○ソフトバレーボール 

○プレルボール 

○ソフトボール 

○ティーボール 

 

 

○中学校学習指導要領 （球技）に例示してある種目 

ゴール型 

（攻守入り交じり系） 

ネット型 

（攻守分離系） 

ベースボール型 

（攻守交替系） 

○バスケットボール 

○サッカー 

○ハンドボール 

 

○バレーボール 

○卓球 

○テニス 

○バドミントン 

○ソフトボール 

 

 

 ボール運動とゲーム、球技の体系化を図るためにも、ボール運動における種目の取り上げ方はゲーム、

球技で学ぶ種目を意識したものであることが望ましいと考えられる。 

 

 

 



 - 12 - 

ⅤⅤⅤⅤ    研究の研究の研究の研究の内容内容内容内容②②②②単元計画単元計画単元計画単元計画    ベースボール型の授業づくりベースボール型の授業づくりベースボール型の授業づくりベースボール型の授業づくり    

（１）（１）（１）（１）    単元計画単元計画単元計画単元計画        

「「「「ベースボールベースボールベースボールベースボール型型型型のののの楽楽楽楽しさをしさをしさをしさを学学学学びびびび、、、、チームのチームのチームのチームの力力力力をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための学習学習学習学習のサイクルをのサイクルをのサイクルをのサイクルを形成形成形成形成していくしていくしていくしていく」」」」ために、

次のような単元計画を作成した。 

段階 オリエンテーション チームの力を知る チームの力を高める 

時 １ ２・３ ４～８ 

学 

習 

活 

動 

○ルールの理解・
工夫 

○試しのゲーム 
○ゲーム運営の仕

方・役割分担 
○学習カード・資

料の活用の仕方 
○チームの時間の

活動例示や実践 
○振り返りの仕方 

 

○めあて・作戦の確認 
○基礎的技能を身に付け

るミニゲーム 
○メインのゲーム① 
【対戦方式】 

ミニリーグ戦・リーグ戦 
※メインのゲームは、１チー

ムにつき２ゲーム行う。 
○振り返りⅠ（主に全体） 
○メインのゲーム② 

○振り返りⅡ（主にチーム） 

○めあて・作戦の確認 
 
○ミニゲーム、チームの時間 
 ↓↑ 
  メインのゲーム①② 
【対戦方式】リーグ戦・対抗戦 
  ※ミニゲームやチームの時間の位置付けは学習の

状況に応じて変更する 
（メインゲーム①の後にチームの時間を位置づけるなど） 
 

○振り返り（チーム・全体） 

対戦方式  ミニリーグ・リーグ戦 リーグ戦・対抗戦 

段 

階 

の 

留 

意 

点 

チームの力を知る段階 

そのそのそのその単元単元単元単元をををを学習学習学習学習するにあたってするにあたってするにあたってするにあたって必要必要必要必要なななな学学学学びびびび方方方方、、、、

自分自分自分自分やややや友達友達友達友達、、、、チームのよさをチームのよさをチームのよさをチームのよさを知知知知るるるる段階段階段階段階    

○振り返り後にミニゲームを入れることでチー

ムの課題を修正し、ゲームに臨む。練習やミ

ニゲーム、振り返りは主に学級全体で行い、

チームの力を高める上で基盤となるものを全

体で課題にしていく。 

チームの力を高める段階 

チームのチームのチームのチームの貢献貢献貢献貢献につながるにつながるにつながるにつながる課題解決課題解決課題解決課題解決をををを行行行行いながらいながらいながらいながら、、、、    

チームのチームのチームのチームの力力力力をををを高高高高めるめるめるめる段階段階段階段階    

○ 「知る段階」で学習したことをもとに、各チーム

がそれぞれ主体的に学習に取り組んでいく。 

○ 「作戦の設定⇒練習⇒ゲーム⇒振り返り」の学習

のサイクルをくり返し行うことでチームの力を高

めていく。 

（２）（２）（２）（２）    はじめのルールはじめのルールはじめのルールはじめのルールとゲームのとゲームのとゲームのとゲームの工夫・工夫・工夫・工夫・発展例発展例発展例発展例・・・ルールは学級の実態に合わせて工夫していく。    

※参考：体育科教育２０１１．５「ベースボール型ゲームの系統性を探る」信州大学教授 岩田 靖 

    

①①①①あつまりっこベースボールあつまりっこベースボールあつまりっこベースボールあつまりっこベースボール    

・アウトゾーンに捕球したボールを持ち込み、全員が集まればアウ

ト。いかに早くアウトが取れるかがポイント。 

    

②②②②バックホームアウトバックホームアウトバックホームアウトバックホームアウト・ベースボール・ベースボール・ベースボール・ベースボール    

・ボールの捕球後、ホームベース付近にボールを送球し、二人以上

がアウトゾーンに入り、アウトにする。 

    

    

③③③③フォースアウト・ベースボールフォースアウト・ベースボールフォースアウト・ベースボールフォースアウト・ベースボール    

・打球の捕球後、ベースカバー役、中継役、バックアップ役など役

割分担を行いアウトにする。どこに送球してランナーをアウトにす

るかの判断がポイント。 

    

易しいゲームから簡易化したゲームへの工夫・発展例 守備課題 

 

①全力で走り、1 塁 1 点、２塁２

点・・・と進んだ塁までが得点。 

②塁に残り、バッターが打ったら

必ず進塁をする。塁間でアウトコ

ールがかかったらアウト。 

③塁に残りとどまって進塁しない

ことができる。フライキャッチで

アウト等。 

④本塁に返ったら得点。 

⑤通常のベースボールと同様。 

走塁課題 
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はじめのルール 

・チーム数：６チーム  ・コート：２コート  ・１チーム：６～７人。 

・ボール、バット：児童の実態に合わせて選択 

・１試合：２イニング。打者一巡で攻守交代。もしくは、１ゲーム１０分 

・攻撃側は、ティー上に置かれているボールをバットで打つ。打ったらベースランニングをする。 

1 塁 1 点で残塁なし。 

・守備側は、打球を捕球したら、ランナーよりも先回りした塁のアウトゾーンにボールを運び、進塁を止める。 

ホームベースは安全面からホームの前に置く。 

 

（（（（３３３３））））ボール慣れボール慣れボール慣れボール慣れ    

    ベースボールに必要な捕る、投げるという基礎的な技能を身に付けるため、準備運動後にボール慣れを行う。 

【コールスロー】                  【バウンドキャッチボール】             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（（（（４４４４））））ミニゲームミニゲームミニゲームミニゲーム    

「知る」段階では、一人一人が運動の特性や楽しさを味わうために共通のミニゲームを全体で行う時間を設

けた。高める段階のチームの時間では、課題解決課題解決課題解決課題解決をををを図図図図れるれるれるれるミニゲームをミニゲームをミニゲームをミニゲームを自分達自分達自分達自分達でででで選択選択選択選択できるようにできるようにできるようにできるように設定設定設定設定したしたしたした。。。。

ミニゲームの内容については、学級の実態や前時の様子から選択していく。以下、ミニゲーム例 

[バッティング＆カバーゲーム]             【バッティング＆バックホームゲーム】   

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲームのねらい 

 バッティングと共に、キャッチャーゾーンに中継プ

レーでいち早く、正確に返球することをねらいとする。 

ゲームのねらい 

バッティングと共に、キャッチャーゾーンに投げら

れて、ボールが逸れた時のカバーを素早く行う。 

カバーのカバーのカバーのカバーの動動動動きききき    

中継中継中継中継プレーのプレーのプレーのプレーの動動動動きききき    

ゲームのねらい 

正確で捕りやすいバウンドボールを投げる。 

ゲームのねらい 

名前を呼びながら、捕る、投げる動きを素

早く正確に行う。 
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チームとしての 

思考・判断 

チームとしての態度 

チームとしての 

技能 

[ワンベースゲーム]                [キャッチベースゲーム] 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考資料：ＮＰＯ法人 日本ティーボール協会  「笑顔いっぱいティーボールの教材を作る会」 

東京都小学校体育研究会 ゲーム領域部会 平成２０年度「キャッチベース」 

 

（５）（５）（５）（５）    対戦方式対戦方式対戦方式対戦方式                    

    

    

    

    

    

    

    

    

（（（（６６６６）チーム編成）チーム編成）チーム編成）チーム編成    

ボール運動では、バランスチームバランスチームバランスチームバランスチーム編成編成編成編成で学習していく。

「バランスチーム編成」とは、｢｢｢｢チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての技能技能技能技能｣｣｣｣（（（（型型型型

にににに応応応応じたじたじたじた連係連係連係連係プレープレープレープレー））））｢｢｢｢チームとしてのチームとしてのチームとしてのチームとしての態度態度態度態度｣｣｣｣（（（（協力協力協力協力））））｢｢｢｢チーチーチーチー

ムムムムとしてとしてとしてとしてのののの思考思考思考思考・・・・判断判断判断判断｣｣｣｣（（（（作戦作戦作戦作戦・・・・練習練習練習練習・ゲーム・・ゲーム・・ゲーム・・ゲーム・振振振振りりりり返返返返りりりり））））

の力が等質であり、さらに児童同士の人間関係を配慮したチ

ーム編成である。力を等質にすることで、どのチームにも勝

つチャンスが生まれ、自分はチームに貢献しているのか、課

題を解決ができているのかなどを判断しやすくなり、学習の

成果が確かめやすくなると考えた。 

チーム編成の進め方として、学級内でのキャプテンの立候

補や推薦によって、はじめにキャプテンを選出し、「キャプテン会議」によるチーム編成が例に挙げられる。

それぞれのチームのキャプテンと担任とで、上に述べたことに配慮しながら編成を行う。 

チーム編成した際に、同時に席替えを行い、生活班にすることによって、教室内でのチームの振り返りもし

やすくなる上、学習や生活でのかかわりが増えるため、チームの団結力を高めることができる。 

３３３３点点点点    

ゲームのねらい 

進塁の攻防をめぐり、打者は何点取れるかを判断

して走る。守備は点を取らせないように素早くアウ

トゾーンにボールを送球する。 

１１１１点点点点    

２２２２点点点点    

毎試合対戦相手を変えながら全チームと対戦す

る。優勢や劣勢など、様々なゲームの様相を経験で

きたり、色々なチームと学び合ったりすることがで

きるため、自分や友達、チームのよさや特徴を知る

段階で有効な対戦方式である。 

同じチームとの対戦を１単位時間に２回行

う。間の時間に再考した作戦や取り組んだ練習

が有効だったかどうかわかりやすくなるため、

チームの力を高める段階で有効な対戦方式で

ある。    

リーグ戦 対抗戦 

ゲームのねらい 

打者は打ったら走って得点をねらう。一方守備者

は全員がボールに触れたらアウトとする。素早い送

球と捕球をねらいとする。 
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（（（（７７７７））））１１１１単位時間の設定について単位時間の設定について単位時間の設定について単位時間の設定について    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈知る段階・リーグ戦〉第２時～第３時 

 

 

 

 

 

 

〈高める段階・対抗戦〉第４時～第８時 

 

 

 

 

 

 

 

め あ て 確 認 

準 備 運 動 

ボ ー ル 慣 れ 

ゲ ー ム ① 

全体全体全体全体でのでのでのでの振振振振りりりり返返返返りりりり    

ミ  ニ ゲ ー ム 

    

整 理 運 動 

振 り 返 り 

次 時 の め あ て 設 定 

め あ て 確 認 

準 備 運 動 

ボ ー ル 慣 れ 

チ ー ム の 時 間 

ゲ ー ム ① 

 

ゲ ー ム ② 

整 理 運 動 

振 り 返 り 

次 時 の め あ て 設 定 

身に付させたい内

容を教師が意図的に

指導するために、全体

での練習やミニゲー

ムに取り組む時間を

設定した。ボールの操

作をはじめ、チームの

作戦に基づいた攻撃

が成り立つようにボ

ールを持たない時の

動きを課題とした練

習やゲームを行う。教

師は必要に応じて、よ

りよい動きを提示す

るなど、積極的に指導

に入るようにする。 

ボール慣れの例ボール慣れの例ボール慣れの例ボール慣れの例    

パスやキャッチを中心としたボール慣れ

を行い、徐々に人数を増やし、チームで行う。 

必要に応じてバッティングの練習も行う。 

ミニゲームミニゲームミニゲームミニゲーム    

全体での振り返りで、身に付けさせたい内

容を確認したり、チームの課題を修正したり

するために、振り返り後にミニゲームを行い

ゲーム②に臨むようにする。 

振り返り振り返り振り返り振り返り    

知る段階での振り返りは、チームでの振り

返りをもとに、学級全体でゲームゲームゲームゲーム内容内容内容内容についについについについ

てててて振振振振りりりり返返返返りりりり、、、、課題にすることを教師が意図的

に引き出していく。またまたまたまた、、、、チームやチームやチームやチームや自分自分自分自分のよのよのよのよ

さにさにさにさに着目着目着目着目するするするする。。。。    

チームの時間チームの時間チームの時間チームの時間    

チームの力を高めるために使い方を工夫できる時間で、話し合い、

作戦に応じた練習などを行う。ゲームの前、ゲームの間など、単元計

画や学習の進展に応じて設定を変える。 

振り返り振り返り振り返り振り返り    

高める段階では、チームのチームのチームのチームのゲームのゲームのゲームのゲームの様相様相様相様相をもとにをもとにをもとにをもとに作戦に応じた振

り返りや、一人一人のチームへの貢献につながる課題解決について

の振り返りを行う。 

チームや自分に合った

めあて（作戦）の設定 

ゲ ー ム ② 

めあて達成（作戦成功）

に向けた活動 

めあて（作戦）の 

振り返り 

修正・継続 
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ⅥⅥⅥⅥ    研究研究研究研究のののの内容内容内容内容③③③③評価評価評価評価    

（１）児童の実態に応じた自己・他者・チーム評価の一体化 

 本部会では、「」ことを研究仮説に据えている。そこで自己評価・他者評価（相互評価）・チーム評

価において、チームへの貢献につながりやすく、課題解決がしやすい評価活動を計画した。 

 

《評価の考え方》    ○一人一人がチームへ貢献したかどうかわかりやすくする。 

            ○系統的な評価計画で自動の実態に応じた評価ができる。 

            ○時間をかけずに行うことができる評価システムを活用する。 

 

 右下図のように、1 枚のチームカードにチームのめあてや作戦、結果などが記入できるようにし、

個人カードを貼り付けするようにした。 

個人カードは、記入する際は同時に記入させ、他者から評価のコメントをもらうようにする。その

後、チームの評価、他者の評価を参考に自分で振り返るようにする。このことで、短時間で効率のよ

い評価を行えるようにした。記入終了後、個人カードはチームカードに貼り付けるようにする。この

ことで、児童の他者評価やアドバイス、教師の評価をチーム全体で、共有できるようになっているの

である。 

 次に、評価の観点を決め発達段階に合わ

せて変えていくようにした。児童の自己評

価の様子からチームへの評価や他者評価の

観点を変えていくことで、発達段階に応じ

て適切に評価をできるようにした。下の表

は、その発達段階ごとの評価の観点である。

その中で、第４学年までに、第 1 段階をク

リアしていることが望ましい。第 6 学年修

了までに第4段階に達していることが理想

であるが、児童の実態によって、第 1 段階

から扱っていき、丁寧に評価していくこと

ができるようになっている。 

 

※発達段階に応じた評価の段階 

 第 1 段階 第２段階 第３段階 第４段階 

自己評価の様子 自分尾チームや自分

のよさを見つけられ

ない状態。 

よさを指摘される経

験に乏しいが見つけ

られている。 

お互いのよさが発揮

されているかどうか

がわかる。 

お互いのよさや課題

がどうだったかわか

る。 

 

 

チームの評価の観点 対戦相手や他のチー

ムのよさを見つける。

キャプテンに世売る

相手チームの評価。 

自分のチームのよさ

を評価する。 

自チーム内でめあて

や作戦について振り

返り、よさを生かした

課題を明らかにする。 

自チーム内でめあて

や作戦を振り返り、課

題を明らかにする。 

他者評価の観点 

 

他チームにいる友達

のよさを見つける。 

自チーム内の友達の

よさを見つける。 

自チーム内の友達の

よさやめあてを評価

する。 

自チーム内の友達の

めあてについて評価

し、アドバイスする。 

 

チームカード 
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（２）他者評価 

 【個人カード】   個人個人個人個人カードカードカードカード 

 

 

 

 

 

 まず、個人カードのめあてを、書くところから始まる。この際、めあてを課題意識から立てている

児童に伸び悩みの傾向が見られる。（毎回「○○できないから、できるようにする」というように）こ

のような児童にとっては、学習の初期段階で十分によさについて認められる経験が必要である。その

ために、後段で述べる他者評価も有効に使っていける。 

 次に、他者評価を行う。決められた友達から評価されることで、自分が振り返るときに、客観的な

判断の材料とすることができる。授業の終わりに個人カードの上図の点線部分に友達から評価しても

らう。友達へのコメントの際、学習初期段階では、よさについての記述をしていく。学習を積み上げ

ができてくると、貢献できている点やめあてについて記述できるようになる。このことが、上段でも

述べた「個人の伸び悩み」への解決にもつながり、相互で高めあっていけると考えている。 

例：普段からおとなしく、声を出せない児童が、自分の課題は「声を出す」とした場合、学習が停

滞することがある。そのような時に、よさについて友達から「作戦の動きができていたよ」などと評

価をもらえば、そこからめあての設定をし直すことができ、学習を価値付けていくことができる。 

 最後に、個人で自己評価をし、チームにどのようにどれくらい貢献できたかを記入して完成となる。 

※評価の手順 

  チームの評価・・・めあてと作戦について振り返る。試合結果を記入する。 

  他者評価  ・・・友達の評価をする。よさを指摘する。または、目当てについてアドバイスす

る。 

  個人評価  ・・・チーム評価、他者評価を参考に自分で振り返る。 

（（（（３３３３））））記録係記録係記録係記録係によるによるによるによる評価評価評価評価    

 一人一人が自分のめあてを持って学習に取り組み、その実現に向けた課題解決の学習を行っていく

には、適切なめあての設定と、めあてが実現できているかを客観的に判断する必要がある。 

 それを実現させるために、記録係による評価が重要になってくる。個人のめあての実現度について

は決められた友達に個人カードで評価してもらうが、より客観的な判断をするために、記録カードが

有効になってくる。ゲーム後に記録カードを分析することによって、自分のめあてがどのくらい実現

されているかを読み取ることができる。そのことにより、次時に向けて適切なめあてを設定していく

ことができる。また、記録している児童も、ゲームを見る目や友達のよさを見つける目を鍛えること

ができ、ゲームを通して、一人一人が高めあっていくことができるようになると考える。 

【記録カード】 

名前 

個人のめあて 

友達から 
（できている所・アドバイス） 

 

 

（   ）より 

自己評価 
 

 

めあてへの  
到達度    １ ２ ３ ４ ５ 

１ 

２ ３ 



ⅦⅦⅦⅦ    研究研究研究研究のののの内容内容内容内容④④④④評価規準評価規準評価規準評価規準    

  ボール運動において重要な教師の役割は、「ゲーム中の児童の様子を観察評価する」こと、そしてそれを 

基にして「ゲーム中の児童に指導や支援」をすることである。しかし、ボール運動のゲームでは、コート内 

で児童が様々な状況下で複雑に動き回っているため、それらを適切に実行することが非常に困難である。 

 そこで、本部会では教師の「児童を見取る目」を養い、適切な指導・支援ができるように、想定されるゲ 

ームの状況下にある児童の姿をあらかじめ指標として表すことにした。具体例は以下のとおりである。 

＜設定例＞ ベースボール型における攻撃場面の指標 ＊ＬＥＶＥＬ３・４は中学校球技を想定。 

  チームへの貢献に向けた技能発揮の対象の広がり 

  ＬＥＶＥＬ１（自分） ＬＥＶＥＬ２ 

（チームメイト） 
ＬＥＶＥＬ３（相手） ＬＥＶＥＬ４（状況） 

貢
献
の
広
が
り 

処

理 

打撃にのみ集中し、ボ

ールをコート内に送

り出そうとしている。 

前 の 打 者 の 様 子 を み

て、打撃の仕方を工夫

している。 

相手の特徴や守備位置

に応じて打撃の仕方を

工夫している。 

強弱や方向をコントロー

ルして、状況に応じた打

球の突破を試みている。 

対

処 

打撃が進塁するため

のものであることが

分かり、進塁すること

を意識して打撃して

いる。 

後続の打者が進塁しや

すいように、打撃の方

向や強弱を工夫し、進

塁を試みている。 

前 の 打 者 の 様 子 を み

て、相手の特徴や守備

の動きに応じて打撃の

仕方を工夫し、進塁を

試みている。 

時間や点数などのゲー

ム全体の状況に応じた

打撃の仕方を工夫し、

進塁を試みている。 

予

測 

自分がより多く進塁

するための方法につ

いて考えて打撃し、進

塁を試みている。 

チームメイトの特徴を

意識し、自分の果たす

べき役割について考え

て 打 撃 の 仕 方 を 工 夫

し、進塁を試みている。 

相手チームの特徴や守

備の動きを分析し、傾

向と対策をもって打撃

の仕方を工夫し、進塁

を試みている。 

時間や点数などのゲーム

全体の状況に応じて、今

後 の ゲ ー ム 展 開 を 予 測

し、最善の打撃の方法に

ついて考え、進塁を試み

ている。 

＜設定例＞ ベースボール型における守備場面の指標 ＊ＬＥＶＥＬ３・４は中学校球技を想定。 

  チームへの貢献に向けた技能発揮の対象の広がり 

  ＬＥＶＥＬ１（自分） ＬＥＶＥＬ２ 

（チームメイト） 
ＬＥＶＥＬ３（相手） ＬＥＶＥＬ４（状況） 

貢
献
の
広
が
り 

処

理 

近くに飛んできた打

球を捕球しに行った

り、近くのチームメイ

トに送球したりして

いる。 

チームで決まった役割

を基に、近くに飛んで

きたボールを捕球・送

球している。 

相手チームの特徴に応

じた隊形の中で位置取

り、近くに飛んできた

ボールを捕球・送球し

ている。 

時間や点数などのゲーム

状況に応じて、自分の役

割を果たそうと、ボール

に向かったりベースに入

ったりする。 

対

処 

ボールの動きに合わ

せて進行方向の正面

に入り、捕球・送球し

ている。 

チームメイトの特徴を

意識し、自分の役割に

ついて考えて、位置取

りを工夫して捕球・送

球をしている。 

相手チームの特徴に応

じた隊形の中でチーム

メイトとの関係を考え

て位置取り、捕球・送

球をしている。 

時間や点数などのゲーム全

体の状況に応じて現状の陣

形を分析し、チームメイトと

の関係を考えて位置取り、捕

球・送球している。 

予

測 

打球を予測し、自分の

位置取りを工夫し、捕

球・送球をしている。 

チームメイトの特徴を

理解し、自分の役割や

チームメイトの役割と

の関係を考え、位置取

りを工夫して捕球・送

球をしている。 

相手チームの打者の特

徴を分析し、傾向と対

策をもって打球の行方

を予測し、位置取りを

工夫して捕球・送球を

している。 

時間や点数などのゲーム

全体の状況に応じて、今

後 の ゲ ー ム 展 開 を 予 測

し、他の守備者との連係

を考えて、位置取りを工

夫して捕球・送球をして

いる。 

－１８－ 



＜指標を生かした指導・支援例＞ 

 チームの力を高めるために、一人一人が「チームへの貢献」につながる課題解決を積み重ねていく必要があ

る。そのために、教師は以上の指標を基に、「チームの貢献に向けた技能発揮の対象」と「貢献」の広がりを

目指して、ゲームの中で状況に応じた指導・支援をしていくことが求められる。例として以下のようなものが

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指標を生かしたゲームの発展＞ 

 更にゲームを楽しむことができるように、チームへの貢献に向けた課題解決を積み重ねながら、ゲームの理

解を深め、ゲームのルールを発展させていくことが大切である。児童の高まりに応じて、進塁課題と進塁阻止

課題を以下のように設定することができると考える。 

段階 進塁課題に対応したルール 進塁阻止課題に対応したルール 

LEVEL１・処理 
アウトになるまで進塁を続ける。１塁ごとに

１点加算。残塁はなし。 

アウトゾーンを１つまたはニアベース

アウト。 

LEVEL２・対処 
１塁ごとに１点加算。残塁あり。タッチアップなど

はなく、塁上の打者はアウトになるまで進塁する。 

LEVEL１と同様→アウトゾーンへの

送球でフォースアウト。 

LEVEL３・予測 
LEVEL２と同様→フライなど打球に応じて

進塁の制限を設ける。 

アウトゾーンへの送球でフォースアウ

ト→塁上でのアウト。 

 

（対象の広がりを求めて） 

「友達のバッティングの仕方を真似してみよう」 

「どうすれば守備のいないところにボールを運ぶ

ことができるかな」 

（貢献の広がりを求めて） 

「守備のいないところに向かってバッテ

ィングするとより多く進塁できるね」 

「守備の隊形をよくみてみよう。より遠く

にボールを飛ばせば多く進塁できそうだ

ね」 

＊ 残塁ありの場合 

「友達が安心して進塁できるようにする

ためにはどの方向を目指してバッティン

グすればよいかな」 

ベースボール型の攻撃における指導・支援例 

（対象の広がりを求めて） 

「友達の守備位置に合わせて自分の守備範囲を考えよう」 

「打球が近くに飛んでくる時とそうでない時でど

う動けばチームのために役立つかな」 

ベースボール型の守備における指導・支援例 

（貢献の広がりを求めて） 

「ボールが遠くまで飛んでいった場合、ア

ウトゾーンまでボールを運ぶのに時間が

かかるね。どうすればボールをはやくアウ

トゾーンまで運べるかな」 

「右利きのバッターだね。どのあたりにボ

ールが飛んでくるかな」 

「はやい打球が飛んできて捕りづらいね。

どうすれば後ろに抜かれないように打球

を止めることができるかな」 

 

－１９－ 
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ⅧⅧⅧⅧ    研究研究研究研究のののの内容内容内容内容⑤⑤⑤⑤指導指導指導指導とととと評価評価評価評価    

    

 児童一人一人がチームの力を高めるために、教師が授業場面でどのように指導・支援を進めていけばよいか、

下表のように考察を進めている。（    は、身に付けさせたい内容に対する教師の意図的な言葉かけ。） 

 身に付けさせたい内容 評価（Ｂ規準） 指導・支援 

技

能 

○走者をアウトにできる塁上に

移動する。 

 

 

 

○チームの作戦に応じたプレー

をする。 

◇打球を見て、走者をアウトに

できる塁に素早く移動する

ことができる。 

 

 

◇チームの作戦に基づいたポ

ジションをとって、打球を捕

ったり、味方に向かってオー

バーハンドで投げたりでき

る。 

・様々なミニゲームに取り組ま 

せ、守備の判断とベースカバ

ーなどの動きを身に付けさ

せる。 

 

・よさを生かしたプレーをして 

いる児童を賞賛し、役割を果

たす重要性に気付かせる。 

態

度 

○チームや友達のよさを認め

る。 

◇友達やチームのよさに気付

き、励ましなどの声をかけ、

チームの雰囲気を盛り上げ

ている。 

・児童のよさを認め、学習の振

り返りなどで全体に広げる

ようにする。 

思

考

判

断 

○チームのめあてをチームメイ

トの思いや願いを受けて決め

る。 

 

 

 

○チームのよさを生かした作戦

を立てる。 

 

 

○運動の楽しさを味わえるルー

ルの工夫をする。 

 

 

○チームのめあてや作戦に応じ

た個人のめあてを決める。 

 

 

 

○作戦を成功させるためのチー

ムの時間の内容を決める。 

 

 

○記録カードを参考にして振り

返る。 

◇チームの力の高め方を知り、

一人一人のよさを意識して

めあてを決めている。 

 

 

 

◇自分のチームの特徴に応じ

た守り方が分かり、めあてや

作戦を立てている。 

 

◇チームの特徴に合ったルー

ルを選んだり、工夫したりし

ている。 

 

◇自分のチームの特徴を理解

して作戦を立て、作戦に応じ

た個人のめあてを決めてい

る。 

 

◇作戦を成功させるためのチ

ームの時間の内容を考えて

いる。 

 

◇作戦や個人のめあての有効

性について振り返っている。 

・チーム一人一人のよさを生か

してチームの力を高めてい

くことなど、学習資料を活用

しながらオリエンテーショ

ンを充実させていく。 

 

・難しい作戦ではなく、一人一

人のよさを生かした簡単な

作戦でよいことを知らせる。 

 

・みんなが楽しめることを意識

させ、工夫する視点を提示す

る。 

 

・チームの作戦を意識させ、 

自分の役割について考える

ように助言する。 

 

 

・作戦の特徴に合わせて選択で

きるミニゲーム提示する。 

 

 

・記録カード、学習カード  

 を分析して自己評価活動に

生かせるように助言する。 

 

作戦を意識して、守備の

ポジションを工夫できた

ね。よさを発揮するとゲ

ームが楽しくなるよ。 

チームメイトが失敗してしまった時の○○

さんのアドバイスの仕方は丁寧で素晴らし

かったね。友達の気持ちを考えた言い方が

できると、チームの雰囲気がよくなるね。 

アウトの仕方を変えるとゲー

ムの様子が変化するよ。全員が

楽しめるようなルールを考え

てみよう。 

ゲームの記録をよ く見

て、よさを生かしためあ

てや作戦を立てよう。 
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ⅨⅨⅨⅨ    研究研究研究研究のののの内容内容内容内容⑥⑥⑥⑥学習資料学習資料学習資料学習資料    

 

（（（（１１１１））））    オリエンテーションオリエンテーションオリエンテーションオリエンテーション漫画漫画漫画漫画    

 オリエンテーションの時間を効果的に進められるよう漫画を作成した。漫画にすることで誰

でも抵抗なく読めるようにした。また、プレゼンテーション形式のオリエンテーションも考え

ており、動画を用いて学習の進め方やチームの力の高め方について効果的に理解できるように

したい。 

              

 

（（（（２２２２））））    チョイスチョイスチョイスチョイス＆＆＆＆チャレンジカードチャレンジカードチャレンジカードチャレンジカード    

 このカードは、ボール運動領域部会が考える「児童に身につけさせたい内容」に沿って作ら

れているため、観点別に課題解決に向けた活動の適切な方向付けをすることができる。また、

イラストを参考にしながら個人のめあてを設定する上での参考資料としても有効に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次目次目次目次    

１１１１    ボールボールボールボール運動運動運動運動とはとはとはとは    

２２２２    思思思思いやいやいやいや願願願願いいいい    

３３３３    かかわりかかわりかかわりかかわり合合合合いいいい    

４４４４    みんなのよさみんなのよさみんなのよさみんなのよさ    

５５５５    チームのチームのチームのチームの力力力力    

６６６６    チームのチームのチームのチームの時間時間時間時間    

７７７７    評価評価評価評価    

８８８８    次時次時次時次時のののの計画計画計画計画    



- 22 - 

 

（（（（３３３３））））    記録記録記録記録カードカードカードカード    

 自己評価・チーム評価をする上での客観的な資料として用いる。記録のねらいにもとづいて

一人一人の良さを見つけたり、チームへの貢献について視野を広げたりできる。また、ゲーム

の様相の課題について気付いたり確かめたりすることのできるカードをチームで選択すること

により、資料としての価値をあげることができる。 

 

 

 

 

  

                          

 

 

 

 

（（（（４４４４））））    チームカードチームカードチームカードチームカード    

 チーム評価・自己評価が一体となった学習カードは、次の計画を立てる上で重要な資料とな

る。個人やチームに向けた教師のコメントも全員が目にすることができ、チームの向かう方向

は、より明確になると考えられる。また、毎時間の記録を累積していくことにより、チームの

力が高まっていることを実感する資料としても有効に活用していく。 

走塁カード 

○ボールの軌跡と進塁の関係に気付かせたい。 

 

ナイスプレーカード 

○一人一人のよさを見つけたい。 

○チームへの貢献の仕方について視野を広げたい。 

どこに飛んだかなカード 

○ボールの軌跡と得点の関係に気付かせたい。 

どんな守備ができたかなカード 

○守備の傾向をみて、どう攻めたらよいか

に気付かせたい。 




